
地
本
執
行
委
員
長
に

斎
藤
氏

第
69
回
定
期
地
方
大
会
が
、
９
月
10

日
10
時
よ
り
地
本
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
代
議
員
、
大
会

構
成
員
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
、
職
場

の
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
出
向
先
の
問

題
点
、
組
織
拡
大
、
支
部
凍
結
に
つ
い

て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

規
約
改
正
で
今
年
も
役
選
の
年
（
任

期
１
年
に
改
正
）
新
執
行
委
員
長
に
斉

藤
仁
司
さ
ん
を
選
出
し
、
新
し
い
執
行

体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
10
時
に
佐
藤
副
委
員
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
で
「
最
重
要
課
題
で
あ

る
組
織
拡
大
に
つ
い
て
各
分
会
が
取
り

組
み
、
大
会
を
通
じ
て
意
思
統
一
を
図

ろ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。

近
藤
代
議
員

議
長
に
選
出

議
長
に
近
藤
代

議
員
を
選
出
、
近

藤
議
長
は
「
こ
れ

か
ら
の
地
本
を
皆

さ
ん
の
発
言
、
議

論
で
い
ろ
い
ろ
な

課
題
に
つ
い
て
取

組
み
を
進
め
て
い

こ
う
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
運
・

資
格
審
査
委
員
会
・

選
管
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

10
時
時
35
分
現

在
、
代
議
員
11
名

中
８
名
の
出
席
を

確
認
し
、
地
本
規

約
第
16
条
か
ら
大

会
が
成
立
し
た
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し

た
。上

石
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
・
来
賓
の

あ
い
さ
つ
・
エ
リ
ア
本
部
武
笠
執
行
委

員
の
あ
い
さ
つ
な
ど
あ
り
、
午
前
中
ま

で
に
方
針
案
の
提
案
、
財
政
関
係
の
提

案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
、
全
体
の
質
疑
・
討
論
な

ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
執
行
体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
、
規
約
改
正
し
ま
し
た
の
で

役
員
の
任
期
が
１
年
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
役
員
選
挙
に
な
り
ま
す
。

大
会
特
集
で
今
号
と
次
号
の
国
鉄
新

潟
も
大
会
特
集
に
な
り
ま
す
。
次
号
は

代
議
員
の
発
言
内
容
を
中
心
に
企
画
編

集
し
ま
す
。

教
宣
部
の
担
当
は
引
き
続
き
、
藤
井

執
行
委
員
が
担
当
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

分
会
・
地
域
・
趣
味
な
ど
記
事
を
地

本
教
宣
部
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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国
鉄
新
潟

新潟・山形では参議院・統一

候補を選出、国労新潟地本とし

ても推薦、いずれも当選、勝利

した。しかし、安倍内閣を止め

ることは出来なかった。

10月、県知事選について原発再稼動に厳しい泉田知事

が撤退した。反原発を進める統一候補を。

ＪＲ東日本は社員数が減少しているがパートナー会社

の人員が増えている。安全軽視、あるいは技術継承を行

える状況になっていない。外注化の見直しなど改善を取

り組んでいかなければならない。

ＪＲ貨物は賃金の格差や差別が続いている。労働条件

の改善や賃金格差を無くしていく。

最大の課題は組織拡大だ。今年、国労結成７０周年、

それにふさわしい運動を進め、すべての活動を拡大につ

なげていこう。

支部凍結～組織状況から支部を維持することが出来な

いため凍結する。支部独自の活動は地本が担っていく。

大会で代議員の発言で方針の肉付けをしてほしい。



○
戦
争
法
の
強
行
採
決

戦
争
法
を
許
さ
な
い
闘
い
が
歴
史
的
に

広
ま
っ
た
。
そ
の
闘
い
が
参
議
院
選
挙
の

勝
利
に
つ
な
が
っ
た
。
労
働
組
合
の
役
割

も
大
き
か
っ
た
。
参
議
院
選
挙
で
も
労
働

組
合
の
役
割
は
重
要
、
け
ん
引
役
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
る
。
要
求
で
団
結
す
る
。

強
化
し
て
い
く
。
宣
伝
強
化
が
重
要
だ
。

○
労
働
条
件
の
改
善

東
日
本
は
合
理
化
が
進
ん
で
い
る
。
駅

の
無
人
化
が
広
が
っ
て
い
る
。
要
員
不
足

で
現
場
は
余
裕
が
無
い
状
況
で
作
業
が
続

い
て
い
る
。

団
交
で
は
、
職
場
の
要
求
が
前
進
し
て

い
な
い
。
安
全
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
分

会
・
支
部
で
自
治
体
や
利
用
者
へ
の
宣
伝

行
動
の
実
施
、
自
治
体
へ
は
駅
無
人
化
の

質
問
な
ど
取
り
組
ま
れ
た
。

○
労
働
協
約
の
改
訂

８
月
以
降
、
労
働
協
約
の
改
訂
を
求
め

て
い
く
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
調
査
・
宣
伝

し
広
め
て
い
く
。
労
働
法
、
省
令
か
ら
見

た
点
検
な
ど
、
珪
砂
の
問
題
は
労
働
安
全

衛
生
法
の
改
正
で
わ
か
っ
た
。

そ
の
改
善
や
規
制
を
か
け
て
い
く
こ
と

を
要
求
し
て
い
く
。
沿
線
住
民
へ
の
説
明

安
全
性
に
つ
い
て
も
対
策
を
進
め
て
い
く
。

JR
各
社
が
使
用
し
て
い
る
。
全
国
的
な
闘

い
に
広
げ
て
い
く
。

雇
用
形
態
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
。
労
働
契
約
法
20
条

を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。
エ
リ
ア
本

部
・
本
部
の
課
題
だ
。
判
決
を
生
か
せ
る

闘
い
を
作
り
出
す
た
め
世
論
形
成
を
。

○
組
織
拡
大
に
つ
い
て

貨
物
・
大
宮
車
両
所
で
の
拡
大
や
郡
山

駅
で
５
名
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
青
年
労
働

者
の
要
求
を
訴
え
て
い
く
こ
と
が
拡
大
に

つ
な
が
る
。

青
年
部
が
本
社
と
交
渉
を
実
施
す
る
。

グ
ル
ー
プ
会
社
に
多
く
の
未
加
入
者
が
い

る
。
そ
の
人
た
ち
に
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
が
拡
大
に
つ
な
が
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｓ
へ
の
申
し
入
れ
を
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
。
第
三
セ
ク
タ
ー
「
と
き

て
つ
」
で
組
合
の
組
織
化
に
つ
い
て
当
面

は
JR
グ
ル
ー
プ
だ
け
だ
が
、
全
国
組
検
の

議
題
と
し
て
議
論
し
て
い
く
。

○
安
全
問
題
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
・
要
員
問
題
に
つ

い
て
（
社
員
数
）
。
JR
東
日
本
で
は
、
毎

年
２
千
人
か
ら
３
千
人
が
退
職
し
て
い
る
。

要
員
要
求
を
出
し
て
い
る
。
来
年
度
は
新

採
者
を
多
く
採
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

輸
送
障
害
～
直
営
区
分
の
見
直
し
、
人

材
の
育
成
、
机
上
教
育
か
ら
現
場
で
の
教

育
を
考
え
て
い
く
。
JR
各
社
へ
求
め
て
い

く
。

○
17
春
闘
に
つ
い
て

16
春
闘
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
な
か
っ

た
。
現
状
で
本
当
に
ス
ト
で
闘
う
体
制
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
17
春
闘
で
は
ス
ト
権

の
行
使
を
進
め
求
め
ら
れ
て
い
る
。

JR
貨
物
の
労
働
者
は
ス
ト
を
求
め
る
要

求
が
多
い
。
春
闘
を
押
し
上
げ
る
こ
と
や

世
論
形
成
を
広
め
て
い
く
こ
と
。

17
春
闘
を
今
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
要
請
す
る
。
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○執行委員長 斉藤仁司

（総括・法対）

○執行副委員長 加藤秀夫

（業務）

○書記長 福富雅彦

（企画・共済）

○執行委員 藤井明人

（教宣・共闘）

荒井聡

（財政・総務）

岡 聡

（財政補助・組織）

新野徹

（調査・組織）

清野聡

（組織）

○特別執行委員 佐藤昌典

（共闘）

○会計監査 鷲尾太郎

木村伸一

○
来
賓
あ
い
さ
つ

○
日
本
共
産
党

○
新
社
会
党

○
退
職
者
組
合
新
潟
地
連

○
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
新
潟
県
労
働
組
合
総
連
合

○
国
労
東
日
本
本
部

各
地
方
本
部

●
忙
し
い
中
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


